
　
各
国
の
国
防
相
や
軍
幹
部
ら
を
前
に
演
説

し
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
を
実
現
す
る
た
め
国

際
社
会
の
団
結
を
呼
び
掛
け
る
岩
屋
防
衛
相

（
６
月
１
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
シ
ャ
ン
グ

リ
ラ
ホ
テ
ル
で
）
＝
防
衛
省
提
供

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ

地
区
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｍ
Ｄ

Ｅ
Ｘ
ア
ジ
ア
２
０
１
９
」
に
参

加
す
る
た
め
、
チ
ャ
ン
ギ
海
軍

基
地
に
寄
港
し
た
海
自
ヘ
リ
搭

載
護
衛
艦
「
い
ず
も
」
を
視
察

す
る
同
国
の
ウ
ン
国
防
相
（
中

央
）
と
エ
ス
コ
ー
ト
す
る
山
村

海
幕
長
（
そ
の
右
）
、
江
川
宏

１
護
群
司
令
（
同
左
）

＝
５
月
�
日
＝
Ｉ
Ｍ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
ア

ジ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　アジア安全保障会議のシンポジウムで「安全保障協力の新たなパターン」をテーマにスピーチ

する山崎統幕長（右から３人目）＝６月１日、シンガポールのシャングリラホテルで

過
去
最
大
規
模
の
会
議

　
去
る
５
月
�
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議
（シ

ャ
ン
グ
リ
ラ
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）
」
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
規
模
の
大
き
い
会
議
で
あ
っ
た
。

　
例
年
の
よ
う
に
、
会
議
で
は
関
連
地
域
の
�
人

の
国
防
大
臣
が
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
防
政
策

（
�
分
程
度
）
を
紹
介
し
、
そ
の
後
に
６
２
０
人

余
り
の
学
者
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
者
、
政
府
関

係
者
、
制
服
組
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
参
加

者
が
会
場
か
ら
質
問
を
す
る
形
式
を
採
っ
て
い

た
。
た
だ
、
ロ
シ
ア
の
要
人
が
誰
も
出
席
し
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
ナ
ハ
ン
米
国
防
　

長
官
代
行
が
　
　
　
　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
　
　

　
会
議
の
参
加
者
の
規
模
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
の

は
、
米
中
、
米
露
の
関
係
悪
化
や
、
米
朝
関
係
の

行
き
詰
ま
り
な
ど
が
関
心
を
高
め
た
こ
と
や
、
中

国
の
国
防
大
臣
が
８
年
ぶ
り
に
出
席
し
た
こ
と
が

大
き
か
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
中
国
は
人
民

解
放
軍
副
参
謀
長
ク
ラ
ス
を
出
し
て
お
り
、
質
疑

応
答
の
や
り
取
り
な
ど
、
パ
ン
チ
に
欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。

　
例
年
と
同
じ
く
、
今
回
も
米
国
代
表
が
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
で
、
シ
ャ
ナ
ハ
ン
国
防
長
官
代
行
で
あ

っ
た
が
、
ま
だ
国
防
長
官
と
し
て
の
議
会
承
認
を

得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
威
信
を
誇
示
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
「
米
国

は
信
頼
に
基
づ
く
、
包
括
的
で
柔
軟
な
安
全
保
障

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
を
支
え
る
」
と
力
説
し
て
、
「
南

シ
ナ
海
な
ど
で
中
国
は
他
国
の
主
権
を
侵
害
す
べ

き
で
は
な
い
」
と
主
張
し
、
日
豪
な
ど
の
同
盟
国

や
地
域
友
好
国
と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
と
し

た
。
さ
ら
に
台
湾
の
自
衛
力
強
化
を
支
援
す
る
こ

と
を
強
調
し
て
、
台
湾
の
独
立
を
阻
止
す
る
中
国

を
牽
制
し
た
。

反
撃
的
な
中
国
国
防
相

　
こ
れ
に
対
し
て
、
翌
朝
の
最
初
の
講
演
者
と
な

っ
た
中
国
の
国
務
委
員
兼
国
防
部
長
（
国
防
相
）

ウ
ェ
イ
・
フ
ォ
ン
ホ
ー

で
あ
る
魏
鳳
和
（
上
将
、
前
ロ
ケ
ッ
ト
司
令
部

員
）
氏
は
、
終
始
語
調
を
強
め
て
威
圧
的
な
講
演

を
し
た
。

　
「
南
シ
ナ
海
の
島
嶼
は
中
国
の
領
域
で
あ
り
、

そ
こ
を
守
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
、
「
中
国
は
南

シ
ナ
海
で
は
だ
れ
に
も
脅
威
を
与
え
て
い
な
い
」、

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
中
国
の
軍
事
基
地
を
置
く
こ
と

は
な
い
」
、
「
中
印
国
境
は
安
定
し
て
い
る
」
な

ど
と
言
い
、
次
い
で
「
他
国
が
台
湾
の
分
裂
を
図

る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
に
は
す
べ
て
の
犠
牲
を
払

っ
て
戦
う
と
い
う
選
択
肢
し
か
な
い
」
、
「
他
国

が
中
国
を
餌
食
に
し
た
り
、
分
裂
さ
せ
た
り
す
る

こ
と
は
許
さ
な
い
。
対
話
し
た
い
の
な
ら
ば
、
ド

ア
は
開
い
て
い
る
。
戦
い
た
い
の
な
ら
ば
、
最
後

ま
で
戦
う
。
準
備
は
で
き
て
い
る
」
な
ど
と
反
撃

的
な
表
現
で
応
じ
た
。

　
米
中
関
係
の
現
状
は
中
国
側
が
守
勢
に
立
っ
て

お
り
、
中
国
は
こ
の
機
会
に
国
防
大
臣
を
送
り
込

ん
で
、
劣
勢
を
少
し
で
も
挽
回
し
た
い
と
い
う
意

図
を
感
じ
た
。
し
た
が
っ
て
発
言
の
多
く
が
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
と
挑
発
的
な
発
言
だ
っ
た
の
で
、
私
は

「
付
き
合
い
に
く
い
国
だ
」
と
痛
感
し
た
。

北
の
非
核
化
で
熱
弁
　

ふ
る
っ
た
岩
屋
防
衛
相

　
最
初
の
シ
ャ
ナ
ハ
ン
国
防
長
官
代
行
の
後
、
岩

チ
ョ
ン
・
ギ
ョ
ン
ド
ゥ

屋
防
衛
大
臣
が
韓
国
の
鄭
景
斗
防
衛
大
臣
と
Ｅ
Ｕ

の
モ
ゲ
リ
ー
ニ
外
交
安
保
政
策
上
級
代
表
と
と
も

に
登
壇
し
、
日
本
の
防
衛
政
策
に
つ
い
て
聞
き
取

り
や
す
い
英
語
で
講
演
し
た
。

　
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
完
全
履
行
の
た
め
に
は
、

抑
止
力
と
し
て
の
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
と
も

に
、
国
際
社
会
の
団
結
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
説

い
た
。
そ
し
て
「
北
朝
鮮
が
正
し
い
道
を
歩
め
ば

日
本
は
助
力
を
惜
し
ま
な
い
」
と
述
べ
た
。
し
か

し
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
、
北

朝
鮮
の
非
核
化
を
重
視
し
た
日
韓
の
発
言
に
対
す

る
会
場
の
関
心
は
驚
く
ほ
ど
低
か
っ
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
防
大
臣
の
講
演

に
対
し
て
、
私
は
、
両
国
は
米
国
な
ど
の
「
航
行

の
自
由
」
作
戦
を
も
っ
と
明
示
的
に
支
持
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
ロ
レ
ン
ザ
ー
ナ
国
防
大
臣
は
「
自
分

た
ち
は
支
持
し
て
い
る
」
と
弁
解
し
て
い
た
。
実

際
に
は
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
が
表
立
っ
た
中
国
批

判
を
控
え
て
い
る
た
め
、
「
航
行
の
自
由
」
作
戦

支
持
の
声
は
明
確
に
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
政
府
と

国
軍
と
の
立
場
の
違
い
を
示
す
こ
う
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
側
の
事
情
が
米
国
の
行
動
を
制
約
し
て
い

る
。深

化
す
る
英
仏
の
関
与

　
こ
れ
以
外
に
、
英
仏
の
国
防
大
臣
が
い
ず

れ
も
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
動
向
に
強
い
関

心
を
示
し
た
の
は
興
味
深
か
っ
た
。

　
両
国
は
い
ず
れ
も
南
シ
ナ
海
の
航
行
の
自

由
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
そ
の
上
で
、
英
国
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
５
カ
国
防
衛
協
定

（
参
加
国
は
英
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
１
９
７
１
年
発
足
）
の
重
要
性
に

何
度
か
言
及
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
は
南
太
平
洋
の
自
国
領

で
あ
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
や
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

な
ど
の
「
主
権
」
に
言
及
し
た
。
い
ず
れ
も

間
接
的
に
中
国
の
東
南
ア
ジ
ア
や
南
太
平
洋

へ
の
進
出
に
対
す
る
警
戒
を
示
し
て
い
た
。

　
こ
の
会
議
は
何
か
を
決
議
す
る
の
で
は
な

く
、
関
係
国
の
国
防
相
が
そ
れ
ぞ
れ
の

国
防
政
策
や
考
え
を
披
露
し
、
参
加
者

や
メ
デ
ィ
ア
と
対
話
し
、
宣
伝
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
シ

ャ
ン
グ
リ
ラ
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
大
い

に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
日
・
米
・
豪
の
陸
上
部
隊
に

よ
る
共
同
訓
練
「
サ
ザ
ン
・
ジ

ャ
ッ
カ
ル
ー
」
が
５
月
�
日
か

ら
６
月
�
日
ま
で
豪
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
州
シ
ョ
ー
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
イ
演
習
場
で
行
わ
れ

た
。

　
陸
自
か
ら
は
東
方
総
監
の
髙

田
克
樹
陸
将
を
担
任
官
、
岩
原

傑
�
普
連
長
（
松
本
）
を
指
揮

官
に
、
連
隊
の
普
通
科
中
隊
、

�
特
科
隊
（
宇
都
宮
）
の
射
撃

中
隊
の
２
個
中
隊
計
約
１
６
０

人
が
参
加
。
豪
陸
軍
か
ら
は
第

７
旅
団
１
個
大
隊
基
幹
の
約
７

２
０
人
、
米
海
兵
隊
か
ら
は
第

３
海
兵
機
動
展
開
部
隊
１
個
中

隊
基
幹
の
約
２
５
０
人
が
加
わ

り
、
３
カ
国
共
同
で
各
種
戦
闘

訓
練
を
行
っ
た
。

　
各
部
隊
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
広
大
な
演
習
場
を
存
分
に
活

用
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
空

中
機
動
や
火
砲
の
実
射
な
ど
を

通
じ
て
戦
術
技
量
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
日
米
豪
部
隊
の

信
頼
関
係
の
強
化
を
図
っ
た
。

豪
州
で
初
め
て

Ｆ
Ｈ
�
を
射
撃

　
５
月
�
日
か
ら
同
�
日
ま
で

は
機
能
別
訓
練
が
行
わ
れ
、
陸

自
と
し
て
は
豪
州
で
初
の
実
射

と
な
っ
た
１
５
５
ミ
リ
榴
弾
砲

Ｆ
Ｈ
�
の
戦
闘
射
撃
訓
練
を
は

じ
め
、
小
火
器
、対
戦
車
火
器
、

迫
撃
砲
な
ど
に
よ
る
戦
闘
射
撃

や
攻
撃
、
防
御
、市
街
地
戦
闘
、

空
中
機
動
の
各
種
戦
術
訓
練
を

実
施
し
た
。
射
撃
要
領
の
調
整

や
指
揮
幕
僚
活
動
を
通
じ
て
米

・
豪
の
部
隊
と
意
思
疎
通
を
図

り
、
互
い
の
成
果
を
自
国
の
教

訓
と
し
た
。

　
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
総
合
訓

練
は
６
月
２
、
３
の
両
日
行
わ

れ
、
日
米
豪
共
同
に
よ
る
「
後

退
行
動
に
お
け
る
総
合
戦
闘
射

撃
」
を
課
目
に
実
施
。
日
豪
の

野
戦
特
科
部
隊
に
よ
る
火
力
支

援
の
も
と
、
日
米
豪
の
部
隊
が

交
互
に
敵
部
隊
の
侵
攻
を
阻
止

し
つ
つ
、
所
定
の
位
置
ま
で
後

退
を
完
了
し
、
状
況
を
終
了
し

た
。

　�豪陸軍の装甲車両（後方）とともに森の中

に潜み、小隊戦闘射撃を行う�普連の隊員

　�総合訓練でＭＶ�オスプレイ輸送機（上）

に乗って空中機動、降着後に周囲を警戒しなが

ら前進する豪陸軍の兵士たち

　　　　　　　　　　＝いずれも豪軍ＨＰから

　無事に日米豪共同訓練を終え、目入れをした

ダルマを掲げる訓練指揮官の岩原�普連長（左）

と米海兵隊のスミス少佐＝豪軍ＨＰから

　陸自として初めてオーストラリア国内での

１５５ミリ榴弾砲ＦＨ�の射撃を行う�特科隊

員（写真はいずれも豪クイーンズランド州の

ショールウォーターベイ演習場で）

　
市
街
地
戦
闘
訓
練
中
、

暗
い
屋
内
で
�
式
小
銃
に

よ
る
掃
討
訓
練
を
行
う
�

普
連
の
隊
員
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